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BIGTOPには、MUSIC、VIDEO、

MOVIE、PLAYSTATION、MORE

I N FORMAT I ON、MAGA Z I N E、

GALLERY、DEAR BIGTOPの8つのコーナ

ーが設けられているが、稼働中なのは

MUSIC、PLAYSTAT ION、DEAR

BIGTOPの3つ。一般紙の報道では「CD

の新譜や新作ゲームソフト情報を紹介し、

将来的には映画や過去のタイトルをデータ

ベースとして提供していく予定」とある。

最近では、多くの企業が広報宣伝の一環

として、インターネットを利用し始めてい

る。実際のビジネスとインターネットをど

ういう形で結びつけていけるのかを探るた

めの、本格的な実験プロジェクトも始まっ

ている。それらの企業が一刻も早く手に入

れようとしているのが「どんな情報を」「ど

ういう形で」流していけばいいのかという

こと。いってみれば、インターネットとい

うオープンで双方向性のネットワークメデ

ィアの中で「どこまで見せ、どこを隠すか」

という、ノウハウともいうべきものである。

そんな中、音楽という純然たるソフトウ

ェアビジネスに関わり、従来のメディアで

築き上げてきたノウハウが十分にあるSME

では、インターネットという新しいメディ

アでそれらをどう活かそうとしているのか？

サーバーが稼働を始めてまもない3月17日

に同社を訪れてインタビューした。

1日目だけで1000件以上のダウンロード

ジーンズにセーターというカジュアルな服

装で現れた川村直樹さん（SR制作管理本

部・企画推進部）は、このプロジェクトの

中心人物。少々興奮気味のようである。

「とにかく驚いています。まさか1日目だ

けで1000件以上のダウンロードがあるとは

思いませんでした。スタート前に“見通し”

を聞かれて『始まってみないと分かりませ

んが、半年か1年後を期待していてくださ

い』と社内には説明していました。それが

これほど出足が早いとは。上司もびっくり

です」

昨年の暮れに米国ソニー社が「Sony

Online」として音楽情報の提供に絞ったサ

ービスをスタートさせている。新譜案内ば

かりでなく、アーチストの略歴や過去のア

ルバムまで網羅している、評判のサイトで

ある。その開設がアナウンスされた昨年9月

ごろからSMEでもサーバー構築の検討を始

め、どうせやるならと、ゲームや映画も巻

き込んでグループの共同プロジェクトとい

う体制が組まれた。サーバーに盛り込むべ

きコンテンツに関しては、グループ各社の
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3月15日から、ソニー・ミュージックエンタテインメント

（SME）はWWWによる情報提供サービス「BIGTOP」を

スタートさせた。BIGTOPとはサーカス小屋の意味。ピエロ

のキャラクターが総合エンタテインメントの案内役を演じて

いる。 レポート 喜多充成
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素材の蓄積が十分にある。HTML化は専

門集団（ソニー本社）がバックアップして

くれることになった。

そして各社がデータを持ち寄り、実際に

編集作業が動き出したのは今年に入ってか

ら。作業量も膨大、時間もない、予算も

十分とはいいがたい額。川村さん自身も約

3か月間、休日返上の大車輪でこれにあた

った。

「写真はプロモーション用の写真のポジフ

ィルムをもらってくれば、取り込むのは簡

単。文章もニュースリリースはワープロで

書いているわけですから、それを編集すれ

ばいい。音楽だってCDで出しているわけで

すから、デジタルデータになっている。じ

ゃあそれらを切り貼りすれば完成かという

と、それだけで済むはずはないんです」

「音がいい」といってもらえるのが
いちばん嬉しい

じつは、川村さんは過去にCD-ROM作

品の制作に関わっていたという。新しいメ

ディアに合わせた新しいタイプのソフトウ

ェアを制作するパイオニアとしての苦労を

重ねてきている。予算はなくとも作品の品

質には妥協しないという信念で、録音から

トラックダウンから何から何まで自分でこ

なし、賞を取った作品もあるという。

「CD-ROMの製作に関わっていた時期は、

倍速ドライブがようやく出回り始めたころ

でした。ドライブの遅さに泣かされました

が、それがためにユーザーにストレスを与え

てはいけないということに気を使っていま

した」

「インターネットの場合も同じで、例えば

作る側の人間は高速なマシンと太い回線で

やっていても、個人を対象とするならそう

でなくとも十分に楽しめるよう、小さいサ

イズでクオリティの高いものを出さなけれ

ばいけません。細かい話ですけど、画像フ

ァイルはページの下部にはなるべく置かな

い（画面からは切れているのでダウンロー

ド中の様子が見えない）などの約束事も、

製作しながら分かってきたことですね」

「提供したファイルは、アナログ回線でダ

ウンロードする人を想定したデータ量に収

めています。興味をもってくれて、じゃあ

というんで３分かけてダウンロードしたも

のが『何だこれ』じゃ、申し訳ないですから」

このあたりは作り手の“良心”とでもい

うべきであろう。

また、サウンドのファイルサイズを小さ

くするノウハウにかけても、よそには負け

ない自信があるという。ただ、そのノウハ

ウに関しては、

「どこをどうすればというのは……内緒で

す。人には教えられません」（笑い）

このあたりがソフトビジネスのプロたると

ころなのだろう。

「なかでも『音がいい』といってもらえる

のがいちばん嬉しい。音のデータは素材そ

のままではなく、コンピュータのモニタース

ピーカーでいちばんよく聞こえるよう、相

当に補正を加えてあります」

ミキシングエンジニアが数億円の機材が

詰まったミキシングルームにニイキュッパの

ラジカセを持ち込んで最終チェックをする

という話を聞いたことがある。重要なこと

は最終的なユーザーにどう聞こえるかであ

って、そうすればいいことは素人でも分か

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

SR制作管理本部
企画推進部の川村さん
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るのだが、どこをどういじれば「パソコン

のモニタースピーカーでいい音」になるの

か実際に経験していないと分かりようもな

い。それをここではきっちりとやってのけて

いる。

じつは、取材前のメールのやりとりで

「オフィス撮影は厳禁」と知らされ、訪ね

たときには地下のフロアに通された。通常

こういうふうに遇されれば、やりにくいな

あという気持ちになるものだが、ことソニ

ー・ミュージックエンタテインメントに関し

ては、そんな気にはならなかった。通され

たミーティングルームは著名作家のイラス

トやオブジェが置かれたゴージャスな部屋。

エントランスにいたガードマンもにこやかに

あいさつをしてくれる。隠すところはちゃ

んと隠しているのだろうが、見せるところ

にもきちんと手をかけている。これが音楽

という形のないものをビジネスとして扱っ

てきた"洗練"とでもいうべきものなのだろう

かと思った。

まったくのプロモーション目的

さて、実際にアクセスしてみると、ビデ

オクリップやサウンドクリップの量は豊富

で、1つダウンロードしてみるとついつい次

も聞きたくなるよう、うまく構成されてい

る。音質も8～11KHzのサンプリング周波

数とは思えないレベルである。

当然、いずれもっと回線が太く料金が安

くなれば、インターネットが商品そのもの

の流通手段になるという将来像は容易に描

ける。今回のサービスもそこまで想定した

ものなのかどうかを聞いてみたら、ここは

きっぱりと否定された。

「まったくのプロモーション目的で、ここ

でいくら儲けようとは考えていません。

我々にとってはプロモーションのチャンネ

ルが1つ増えたということにすぎません」

現在のインフラでそれを考えるのは時期

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

jhttp://www1.sony.co.jp:80/InfoPlaza/SME

サーバーアドレス

●SonyDriveは、ソニー（日本）の
サーバー

●SonyOnlineは米国ソニー
社のサーバー

●BIGTOPのアーティストインフォメーション
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尚早にすぎるときっぱり見切りつつ、それ

でいて現在のインフラでも十分楽しめるだ

けのチューニングを施す。これは同じこと

の裏表ではないか。すなわちメディアの特

性を踏まえつつ、作品を商品として多くの

人に供給するうえで、当然踏まえなければ

いけないことであり、もっといえばプロとア

マの最大の違いがこの点に凝縮されている、

といえるのではないか。

「アンケートの返りもすさまじい」と川村

さんは語る。 BIGTOPのコーナーの1つ、

DEAR BIGTOPはアンケートのコーナーで、

このサーバーにアクセスした人がその感想

を書き込むことができるようになっている。

また、PLAY STATIONのコーナーにもゲー

ムに関するアンケートがある。これらのアン

ケートに、予想以上の書き込みがあるという。

例えば、ゲームソフトであれば発売直前

のものと翌月以降の発売予定に分類し、少

なくとも１か月に一度は更新しながら、

個々のソフトについてのアンケートをとる

システムができあがっている。

「これだけ細かいアンケートは従来の手段

では不可能でした」と川村さんがいうのも

うなずける。今後ここで得られたデータは

単なる人気投票から戦略的なマーケティン

グ資料に成長し、同時にそれを活用するノ

ウハウが蓄積されていくことだろう。

「インターネットはどうしても組織の中の

人が使っているというイメージがあります

よね。ところがCDもゲームソフトも買って

もらうのは個人です。なんとかそこまで届

いてくれないものかと思っていましたが、フ

タを空けてみると予想以上に個人のアクセ

ス、つまりネットワークサービスプロバイダ

ーのドメインが多かったのです。これ、お

そらくアナログ電話回線を経由してのアク

セスが大部分を占めるのだろうと思います。

まさにその層の人達に見てもらおうと、素

材の加工に手間暇かけましたから」

自分でやれるだけのことはやった

川村さんの話をうかがっている間に、こ

の会社での組織と個人の関係について考え

させられた。グループ全体の支援を受けて

このプロジェクトが実現できたのは確かだ

が、BIGTOPは、まぎれもなく川村さん個

人の「作品」ともいえるものである。ここ

では、個人のクリエイティブな活動を企業

が支えるという、一般の企業では望んでも

得られぬ環境がある。

SMEでは、今期、ここまでで最高の利

益を達成する見込みだ。「時間がない、予

算がないことをクオリティのいいわけにはで

きない。だから自分でやれるだけのことは

やったつもりです」

インターネットの世界で、川村さんのよ

うなプロフェッショナルが数多く活躍して

くれることを望むばかりである。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
REPORT

インターネットビジネス利用の現場から

●DEAR BIGTOPは、アンケートコーナー

●近日発売予定のCDを紹介 ●近日発売予定のゲームを紹介

●PLAYSTATIONのことが何でもわかる
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